







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































む す び 飢
制確立の大理想に向て適進しなければならの秋であると、懇ふ。
而してこれがためには我が國の深き理解と協力とに侯っぺきも
の多々あるを痛域する次第である。
一一滲考書及文獄一
満洲司法協會編
司法部編
同
情報庭編
弘報庭編
和田目寓吉編
牧健二博士
小野清一郎博士
瀧川政次郎博士
長島毅外二氏
辻朔郎氏
高田正氏
衛成志氏
藤井勝三氏
長與善郎氏
終に文献蒐集に就き御誰力下されブ、～る有倉遼吉講師並に満洲
國司法部滲事官千種達夫氏に封して深厚なる感謝の意を捧ぐ
満洲醐六法（腎摯吉魏八）
司法魏（塵驚麟
司灘の繊と業績（窃7）
領事裁判権の撤駿に關する司法都の整備概況
ン台タト法椛i｝敵康言置7に
年刊満洲（羅八）
灘國の統治蹴いて（麟繋籔崇一）
法學評論上・下
満洲國司法搬の現飯び將來（馨騨霧）
満洲醐鰍（準鱗鷲）
灘駅事鵬観（聯：霧）
日瀟司法事務共助法概説、主として刑事關係
蹴て（羅譲）
満日司法事務共助法に就て、日本國に翼する
希望（騰調
「治安庭ノ設置並二之二件フ特別手績二關ス
ル件」改正蹴嫌墓攣鋤
大帝康煕（羅）
鶴 瀧洲國司法制度の素描
るものである。
（昭和十六年十二月香港陥落の報を嘉きつ』）
